
開催日時：

開催場所： ソニックシティ　906会議室

講   演1: 「トレラグリプチンコハク酸塩錠の有効性と安全性」

講   演2: 「酸関連疾患における新たな治療戦略」

総合評点

3.2

(4件尺度)

アンケート
意見あり
（枚）

大宮 9

獨協 3

国際 11

栗橋 0

秩父 3

合計 26

評価記入---4.とても適切　3.適切　　2.やや不適切　1.全く不適切

1-① とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

大宮 7 30 2 0 0 3.1

獨協 0 15 2 0 1 2.9

国際 2 18 0 0 1 3

栗橋 0 5 0 0 0 3

秩父 1 3 0 0 0 3.3

合計 10 71 4 0 2 3.1

1-② とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

大宮 13 26 0 0 0 3.3

1. 講演テーマについて

研修者数

100%18 18

5

100%

100%

100%

第276回病院薬学研修会参加者アンケート集計結果

42

武田薬品工業（株）適正使用推進室

アンケート回収率

2016年5月20日(金）　19：00～20：30

39 93%

アンケート提出数

21

5

21

97%

4 4

8790

さいたま市民医療センター　消化器内科　科長　中島　嘉之　先生

11%

82%

5%
0%

2%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答



獨協 3 13 0 0 2 3.2

国際 6 14 0 0 1 3.3

栗橋 0 5 0 0 0 3

秩父 1 3 0 0 0 3.3

合計 23 61 0 0 3 3.2

2-① よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

大宮 6 33 0 0 0 3.2

獨協 2 15 0 0 1 3.1

国際 1 18 1 0 1 3

栗橋 0 5 0 0 0 3

秩父 0 4 0 0 0 3

合計 9 75 1 0 2 3.1

2-② よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

大宮 13 26 0 0 0 3.3

獨協 2 15 0 0 1 3.1

国際 7 13 1 0 0 3.3

栗橋 0 5 0 0 0 3

秩父 1 3 0 0 0 3.3

合計 23 62 1 0 1 3.2

11%

86%

1% 0% 2%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答

26%

70%

0% 0% 4%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答

1%
0%

1%



3 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

大宮 10 28 1 0 0 3.2

獨協 1 15 1 0 1 3

国際 3 18 0 0 0 3.1

栗橋 0 5 0 0 0 3

秩父 1 2 1 0 0 3

合計 15 68 3 0 1 3.1

4 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

大宮 13 26 0 0 0 3.3

獨協 2 15 0 0 1 3.1

国際 4 17 0 0 0 3.2

栗橋 0 5 0 0 0 3

秩父 1 3 0 0 0 3.3

合計 20 66 0 0 1 3.2

3.本研修会の印象について

4.本研修会で学び今後の業務に役立つか

23%

76%

0%0% 1%

大いに役立つ

役立つ

やや役立たない

全く役立たない

無回答

17%

78%

4% 0% 1%

とても満足

満足

やや不満足

全く不満足

無回答

27%

71%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答



1.講演テーマについて

1-①<大宮＞ 文献が分かりやすかった 1

1週間に1度の服用で済むので治療継続がしやすいと思う 1

臨床試験成績の説明が早く、考える時間がほとんどなかった 1

1-②<大宮＞ 話題のタケキャブについて知ることができた 1

よいテーマだった 1

2-①＜大宮＞ なぜ1週間に1回で済むのか知りたかった 1

ネシーナと同等の効果があると分かった 1

2-②<大宮＞ ゆっくりで分かりやすかった 2

薬物動態に基づいて説明してくれたので分かりやすかった 1

2-②＜秩父＞ 分かりやすかった 1

1

3.本研修会の印象について

1

<獨協＞ 1

<秩父＞ 参加費が高い 1

4.本研修会で学んだことは今後の業務に役立つか

＜大宮＞ 1

よく処方されるPPIについての講演だったので役立つ 2

5.今後取り上げてほしいテーマ

小児疾患 1

精神科の薬物療法 1

ウィルス感染の薬物療法 1

泌尿器科領域での薬剤の使い分け（過活動膀胱薬など） 1

DM 1

DM治療薬と心血管イベントの関連性について 1

緩和ケア 1

心疾患 1

認知症 1

骨粗鬆症 1

SGLT-2使い分け 1

SGLT-2薬など新しい薬 1

免疫チェックポイント阻害薬 1

阻害剤の副作用対策 1

新規LDLを下げる薬について 1

救急医療について 1

インスリン治療における単位設定の基準について 1

皮膚科での軟膏の適正使用 1

薬剤師から見る検査値の考え方 1

薬歴の書き方 1

NST,栄養について 1

後半が駆け足となってしまったのが残念だった

患者指導に活かせると思った

意見の記載(26枚)

2.講演内容について

音声が小さかった

1＜大宮＞
タケキャブについての情報が多すぎる。他剤との比較についての
話も聞きたかった

従来の治療法との課題を頭に入れた上で、新たな治療戦略の考え
方を聞けたのでよかった

1

タケキャブの宣伝だった

76% 無回答



統計学の基礎 1

医療統計 1

論文の読み方、書き方 1

6.本研修会で気づいたこと、感想、質問

＜大宮＞ 1

1

＜国際＞ 1

1

1

1

PPIで対応できない所や、よりよい治療効果を示すボノプラザン
の有用性が勉強になった

PPIにかわる新しい機序の薬としてタケキャブの紹介があって大
変参考になった

新しい薬についての知識が得られた

非常に分かりやすい説明だった

作用機序など細かい説明があったのでよかった

これから使われることが増えていく薬を取り上げることは、参加
者の業務に役立つのでよいと思う

ネキシウムとの比較などもあればよいと思った

1


